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わ

げ

「
和
解
」
か
ら

ー

B
e
s
c
h
r
y
v
i
n
g
e
v
a
n
 het octant e
n
 deszelfs g
e
b
r
u
i
k
の
訳
出
に
見
る

本
木
良
永
と
志
筑
忠
雄
ー

は
じ
め
に

一
八
世
紀
後
半
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
天
文
航
法
用
の
測
批
器
具

で
あ
る
オ
ク
タ
ン
ト
（
八
分
儀
）
の
使
用
法
を
記
し
た
コ
ル
ネ

リ
ス

・
ド
ウ
エ
ス

(C
o
m
e
l
i
s
D
o
u
w
e
s
,
 17

1
2
,
1
7
7
3
)

の
著
也

「オ
ク
タ
ン
ト
と
そ
の
用
法
の
説
明
掛
j

が
日
本
に
輸
入
さ
れ
、

こ
れ
を
底
本
と
し
て
、
阿
閾
陀
大
通
詞
を
務
め
る
本
木
良
永

（一

七
三
五
ー
一
七
九
四
）
と
、
阿
閾
陀
稽
古
通
詞
を
辞
し
て

野
に
あ
っ
た
志
筑
忠
雄

（一

七
六

0
ー

一
八
0
六
）
と
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
写
本
で
訳
出
し
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
第

一
に
、
ド
ウ
エ
ス

の
閾
柑
原
文
と
良
・
氷
訳
お
よ
び
志
筑
訳
を
比
較
し
、
両
者
の
翻

訳
の
精
度
や
方
針
を
洗
い
出
す
。
第
二
に
、
近
世
初
中
期
に
お

「
翻
訳
」

ヘ
け
る
翻
訳
行
為
の
本
質
を
解
き
明
か
し
つ
つ
、
良
永
と
志
筑
の

訳
出
姿
勢
の
差
異
を
手
掛
か
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
位
骰

づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
。

、
「オ
ク
タ
ン
ト
と
そ
の
用
法
の
説
明
魯
」
と
本
木
良
永
お

よ
ぴ
志
筑
忠
雄
の
訳
出
写
本

(
-
）
ド
ウ
エ
ス

「オ
ク
タ
ン
ト
と
そ
の
用
法
の
説
明
書
j

ド
ウ
エ
ス
は
と
り
わ
け
航
海
術
の
研
究
と
教
育
で
功
を
成

し
た
人
物
で
、

一
七
四
八
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の

一
般
船

貝
学
校

(A
l
g
e
m
e
e
n
Z
e
e
m
a
ns
c
o
ll
e
g
ie
)

の
教
師
と
な
り
、

後
に
州
立
悔
軍
士
官
学
校

(E
d
e
l
M
o
og
e
n
d
e
 Collegie te
r
 

A
d
m
i
ra
lite
it
)

の
数
学
教
貝
や
、
海
軍
士
官
と
航
海
士
の
国
家

大

島

明

秀
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試
験
官
も
つ
と
め
た
。
オ
ラ
ン
ダ
科
学
協
会
の
会
貝
で
も
あ
っ

た
ド
ウ
エ
ス
の
学
者
と
し
て
の
最
大
の
仕
事
は
、
正
午
の
太
陽

の
高
度
に
よ
ら
ず
地
理
的
緯
度
を
計
測
す
る
方
法
を
考
案
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
セ
キ
ス
タ
ン
ト

（六
分
俵
）

を
用
い
た
天
測
と
航
海
表
に
よ
る
推
測
航
法
の
教
科
柑
は
、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
で
広
く
知
ら
れ
、
そ
の
航
海
法
は

一
九
世
紀
ま
で
使

用
さ
れ
た
。

か
か
る
ド
ウ
エ
ス
が
著
し
た

「オ
ク
タ
ン
ト
と
そ
の
用
法
の

説
明
柑
」
は
、
器
具
の
調
整
法
や
天
体
の
測
定
法
を
二
六
の
節

に
ま
と
め
た
、
い
わ
ば
オ
ク
タ
ン
ト
の
取
り
扱
い
説
明
柑
で
、

そ
の
原
理
や
測
定
目
盛
り
に
つ
い
て
の
記
載
も
な
い
簡
素
な
小

冊
で
あ
っ

伶

初
版
は

一
七
四
九
年
刊
。
そ
の
他

一
七
六
六
年
版
と

一
七
八
九
年
版
も
確
認
さ
れ
る
。良
永
は
訳
出
内
の
末
尾
に
「
本

柑
／
和
閾
暦
数

一
七
四
九
年
／
コ
ル
ネ
ー
ル
ス
ド
ウ
エ
ス
著
」

と
記
し
、
底
本
が
初
版
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
図
二
を
用
い
て
オ
ク
タ
ン
ト
の
原
理
と
使
用
法
を
簡

単
に
説
明
し
て
お
く
と
、
観
測
者
は

E
か
ら
覗
き
、

示
標
袢
ー

B
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ

（示
標
梓
に
連
動
し
て
鋭

H
、
鋭
ー
は
ス

ラ
イ
ド
す
る
）
、
鋭
H
の
と
こ
ろ
で
水
平
線
と
天
体
C
と
が

一

致
す
る
よ
う
に
動
か
す
。
「
鋭
を
あ
る
角
度
回
転
さ
せ
る
と
、

図
＿
一
七
九

O
S

＿
八
＿
0
年
頃
の
ロ
ン
ド
ン

•
S
p
e
n
c
e
r

,

B
r
o
w
n
,
 

ing &
 R
u
s
t
 1
.
!
~
の
オ
ク
タ
ン
ト

(
K
e
p
t
b
y
 R
o
y
al 
Ontario M
u
s
e
u
m
 

C
r
e
a
t
i
v
e
 C
o
m
m
o
n
s
,C
C
O
 1
.
0
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。
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図
ニ
オ
ク
タ
ン
ト
の
原
理
図
（
中
村
士
「
天
文
方
の
光
学
研
究
」
〔
『天

文
月
報
』
第
九
八
巻
第
五
号
、
二
0
0
五
年
〕
、
三
＿
九
頁
の
図
を
転
戟
）
。

c
 

G' 

G 
ヽヽー

ヽヽ

B

ヽ
ヽ

ヽ

E 

B
 

そ
の
反
射
光
は
二
倍
の
角
度
回
転
す
る
」
と
い
う
初
等
光
学
の

定
理
か
ら
2

a

11
P

が
成
立
す
る
た
め
、
円
弧
A
B
上
に
二
倍

の
目
盛
り
を
刻
ん
で
お
い
て
、
そ
う
し
て
天
体
高
度
を
読
み
取

る
よ
う
に
し
た
測
批
器
具
で
あ
る
。

さ
て
、
オ
ク
タ
ン
ト
の
伝
来
時
期
の
確
定
に
あ
た
っ
て
は
、

三
浦
梅
園

（一

七
二
三
ー
一

七
八
九
）
に
よ
る
長
崎
見
聞
記
「
帰

山
録
」

（一

七
七
八
）
の
記
述
が
手
掛
か
り
と
な
る
。

吉
雄

[11
耕
牛
]
声
T

奇
貨
多
し
。
只
此
時
長
崎
熱
澗
、
其

奇
行
を
遍
く
見
、
其
説
を
詳
に
尽
す
事
能
は
ず
。
今
に
是

を
憾
む
。
亭
上
阿
曲
陀
琴
、
望
遠
鏡
、
顕
微
鋭
、
天
球
、

地
球
、
ヲ
ク
タ
ン
ト
、
タ
ル
モ
メ
ー
ト
ル
、
其
外
奇
物
種
々

を
見
る

右
の
よ
う
に
梅
園
が
阿
閾
陀
通
詞
吉
雄
耕
牛

（一

七
二
四
＼

一
八
0
0
)
の
自
宅
で
オ
ク
タ
ン
ト
を
見
た
こ
と
を
証
言
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も

一
七
七
八
年
ま
で
に
測
批
器
具

オ
ク
タ
ン
ト
は
日
本
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
後
一

七
八

0
年

代
以
降
に
そ
の
説
明
柑
で
あ
る
ド
ウ
エ
ス
曲
柑
が
訳
出
さ
れ

た
。
つ
ま
り
、
本
木
良
永
や
志
筑
忠
雄
は
決
し
て
未
知
の
器
具

に
つ
い
て
訳
を
試
み
た
の
で
は
な
か

っ
た
。
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（二
）
本
木
良
永
訳
「
象
限
儀
用
法」

良
永
の
訳
出
写
本
を
七
点
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
内
題
は
認
め

ら
れ
ず
、
そ
の
外
題
は
、

①

「
象
限
俵
用
法
」

（津
市
立
図
書

8
 

館
稲
垣
文
庫
本
、
大
阪
公
立
大
学
中
百
舌
烏
図
密
館
A
本）
、

②

「
オ
ク
タ
ン
ト
用
法
記

（和
孤
丹
多
用
法
）
」
（日
本
学
士
院

。

，
 

C
本
、
日
本
学
士
院

D
本
）
‘
③

「
八
分
円
俵

（八
分
円
儀
用

法
）
」
（山
形
大
学
附
属
図
杏
館
佐
久
問
文
庫
本
、
日
本
学
士
院9

-

A
本
）
の
三
種
が
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
日
本
学
士
院

B
本

の
外
題
は
、
合
綴
さ
れ
た
「
六
分
円
器
批
地
手
引
草
」
が
示
さ

れ
て
い
た
。

い
ず
れ
も
本
文
冒
頭
に
「
ヲ
ク
タ
ン
ト
用
法
」
と
あ
る
が
、

良
氷
が
付
し
た
題
で
は
な
く
、
こ
の
部
分
は
ド
ウ
エ
ス
原
文
の

訳
で
あ
っ
た
。
尾
題
は
、
佐
久
間
本
お
よ
び
日
本
学
士
院
D
本

に
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
学
士
院
A
本
は
「
和
孤
丹
多
用

法
」
、
残
り
は
全
て
「
象
限
俵
用
法
」
で
あ
っ
た
。

良
氷
の
付
し
た
標
題
の
確
定
に
あ
た
っ
て
、鍵
を
握
る
の
は
、

稲
垣
本
と
大
阪
公
大
A
本
に
の
み
確
認
で
き
る
松
村
元
綱
序
の

存
在
で
あ
る
。
「
和
蘭
地
図
略
説
」
、
「
天
地
二
球
用
法
」
を
は

じ
め
と
し
て
良
永
は
元
綱
の
助
を
得
て
幾
度
も
訳
稿
を
編
ん
で

い
る
が
、
ド
ウ
エ
ス
閾
街
の
訳
出
に
あ
た
っ
て
も
そ
の
助
け
を

借
り
て
い
る
。
よ
っ
て
、
良
永
訳
出
の
原
本
は
元
綱
序
を
備
え

て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
序
を
見
て
み
よ
う
。
以
下
、稲
垣
本
を
底
本
と
し
、

大
阪
公
大
A
本
に
お
け
る
異
同
を
角
括
弧
で
補
い
、
箪
者
に
よ

る
補
足
を
山
括
弧
で
付
し
た
。
な
お
、
平
出
は
反
映
し
た
が
、

人
名
以
外
の
表
記
は
現
在
通
用
す
る
字
体
に
改
め
、
句
読
点
を

付
し
た
。
ま
た
、
読
み
下
し
文
を
後
続
さ
せ
た
が
、
適
宜
ル

ビ
を
付
す
と
と
も
に
、
異
同
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
意
味
が

通
る
方
を
選
択
し
た
。

象
限
儀
用
法
序

SE) 

西
痒
之
学
有
七
芸
。
而
度
数
居
其
一
焉
。
度
者
何
。
曰
日

冦
1

星
之
高
度
是
也
。
蓋
星
学
之
徒
、
安
渾
傲
骰
天
球
以
鑑
゜

日
月
諸
曜
之
運
動
、
初
以
得
極
星
出
地
之
度
。
為
本
故
不

講
究
測
法
、
則
雖
有
候
天
之
諸
儀
無
所
施
其
術
也
。
西
士

之
製
象
限
、
薔
有
視
乎
此
敗
。
其
為
器
也
、
長
不
盈
尺
而

坐
致
日
星
之
度
如
諸
掌
。
其
智
之
巧
妙
可
勝
而
嘆
哉
。
西

儒
骨
爾
業
斯
者
著
此
器
之
用
法

一
巻
。
其
説
詳
且
悉
焉
。

[沢
1

雖
然
其
言
保
離
其
義
銀
深
。
雖
吾
侑
業
訳
者
不
易
得
其
解
。

荘
歳
癸
卯
夏
偕
蘭
皐
本
氏
翻
訳
、
其
柑
記
以
国
字
、
其
為

虹f
観
買
也
恭
惟
吾

東
方
世
設
暦
局
、
重
授
時
之
政
。
済
々
乎
不
乏
其
人
。
吾
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[＂一
[U
]

傍
為
此
挙
世
実
近
僣
焉
。
雖
然
若
有
同
志
之
士
、
階
梯
之

也

[問l

以
孫
其
原
、
則
登
可
不
曰
袢
益
斯
道
哉
。
目
語
問
有
重
複

其
恐
背
馳
本
書
之
義
。
不
必
剛
削
観
者
[
呉
]
恕
諸
o

天
明
癸
卯
夏
日
踵
巨
蟹
之
次

先
鎖
晩
学
松
祁
．エ綱
君
紀
撰

（
西
洋
の
学
に
七
芸
有
り
。
而
し
て
度
数
、
其
一
に
居
す
。

度
は
何
ぞ
。
曰
く
、
日
星
の
高
度
是
な
り
と
。
蓋
し
星
学

の
徒
、
安
ん
ぞ
渾
俵
を
樅
い
て
天
球
を
以
て
鑑
と
す
。
日

月
諸
曜
の
運
動
は
初
め
て
極
星
出
地
の
度
を
得
る
を
以
て

す
。
本
故
講
究
せ
ざ
る
測
法
を
為
せ
ば
、
則
ち
候
天
の
諸

傲
有
る
と
雖
も
其
術
を
施
す
所
無
か
る
な
り
。
西
士
の
製

す
る
と
こ
ろ
の
象
限
、
蓋
し
有
り
て
視
る
や
此
か
。
其
器

た
る
や
、

長
尺
に
盈
た
ざ
る
も
坐
致

・
日
星
の
度
を
諸
の

如
く
掌
る
。
其
智
の
巧
妙
は
嘆
く
に
勝
ふ
べ
き
か
な
。
西

コ

ル

ネ

リ

ウ

ス

儒
の
骨
爾
業
斯
、
此
器
の
用
法
一
巻
を
著
す
。
其
説
詳
し

く
し
て
且
に
悉
さ
ん
と
す
。
然
り
と
雖
も
其
言
は
保
離
に

し
て
其
義
は
難
深
。
吾
侑
の
業
と
雖
も
訳
者
は
其
解
を
得

ら
ん
こ
う

る
に
易
か
ら
ず
。
在
歳
癸
卯
夏
、
偕
蘭
皐
本
氏
の
翻
訳
す

る
と
こ
ろ
、
其
国
字
を
以
て
密
記
し
、
其
観
党
に
便
せ
ん
。

恭
み
て
惟
ふ
に
、
吾
東
方
の
世
に
暦
局
を
設
け
、
授
時
の

政
を
重
ん
ず
る
。
済
々
乎
と
し
て
其
人
乏
し
か
ら
ず
。
吾

侑
此
挙
を
為
す
や
、
実
に
僣
る
に
近
し
。
然
り
と
雖
も
若

い
た

し
同
志
の
士
有
ら
ば
、
階
梯
の
其
原
に
痰
る
を
以
て
す
れ

ば
、
則
ち
登
に
斯
道
を
碑
益
す
と
曰
わ
ざ
る
べ
け
ん
や
。

訳
語
間
に
重
複
有
り
て
其
本
柑
の
義
に
背
馳
す
る
を
恐

る
。
必
ず
し
も
剛
削
せ
ざ
れ
ば
観
者
こ
れ
を
恕
せ
。

天
明
癸
卯
夏
日
躊
巨

蟹

の

次

崎

鎖

晩

学
松
祁
冗11
君
紀
撰
す
）

「
象
限
儀
用
法
序
」
と
命
名
さ
れ
た
元
綱
序
に
は
、
「
天
明
癸

卯
夏
日
纏
巨
蟹
の
次
」
と
あ
る
よ
う
に
、
太
陽
太
陰
暦
で
天
明

三
年

（一

七
八
三）

五
月
下
旬
か
ら
六
月
下
旬
の
間
に
成
さ
れ

た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
が
「
日
本
天
明
三
年
癸
卯

夏
五
月
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
本
文
訳
の
成
立
と
同

時
期
か、

成
立
後
に
序
を
付
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

序
に
は
訳
稿
の
成
立
過
程
、
す
な
わ
ち
本
木
良
永
が
オ
ラ
ン

ダ
語
の
訳
出
に
当
た
り
、
松
村
元
綱
が
文
章
を
整
え
た
こ
と
が

語
ら
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
訳
出
の
経
緯
に
関
す
る
記
述
は

認
め
ら
れ
な
い
が
、
良
永
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
を
考
盛
す
る

と
、
そ
の
背
景
に
都
府
や
藩
主
、
な
い
し
は
有
力
な
役
人
や
商

人
の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

留
意
す
べ
き
は
、
序
題
の
み
な
ら
ず
序
の
文
章
中
に
も
「
象
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限
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
オ
ク
タ
ン
ト

．）
 

を
描
い
た
諸
図
に
「
象
限
傲
番
名
ヲ
ク
タ
ン

ト
」
と
の
見

出
し
が
あ
り
、
本
文
日
頭
の
題
に
も
「
ヲ
ク
タ
ン
ト
用

法

漢

名
象
限
儀
」
と
記
さ
れ
、
オ
ク
タ
ン
ト
の
訳
語
と
し
て
確
実

に
「
象
限
」
が
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

天
文
観
測
機
器
の
一
っ
で
あ
る
「
象
限
儀
」
（
四
分
儀

Q
u
a
drant
)

は
明
末
の
中
国
に
西
洋
か
ら
伝
わ
っ
て
お
り
、
ま

た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
航
海
器
具
を
参
考
に
近
世
初
期
の
日
本

で
も
製
作
し
て
い
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
訳
稿
推
敲
の
過
程
で
、

元
綱
は
既
に
存
在
す
る
機
器
名
を
踏
ま
え
、
オ
ク
タ
ン
ト
の
訳

語
に
当
該
用
語
を
採
用
し
、
良
永
が
同
意
し
た
も
の
と
見
ら
れ

る
。
し
か
し
問
題
な
の
は
、
「
オ
ク
タ
ン
ト
」
が
八
分
の

一
を

表
す
語
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
象
限
」
は
四
分
の
一
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
明
ら
か
に
誤
っ
た
訳
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
か
か
る
訳
出
の
背
景
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と

と
し
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
良
永
が
付
し
た
標
題
が
「
象
限
儀

用
法
」
で
間
違
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

（三
）
志
筑
忠
雄
訳

「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」

志
筑
忠
雄
の
訳
出
写
本
を
八
点
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
内
題
は

確
認
で
き
ず
、
そ
の
外
題
は
、

①
「
オ
ク
タ
ン

ト
之
記
」

（東

北
大
学
附
属
図
柑
館
林
文
庫
本
）
‘
②
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記

-t̂

円晨川往
」
（福
岡
市
禅
物
館
本
）
、
③
「
オ
ク
タ
ン

ト
」
（
大
阪
歴

史
博
物
館
羽
間
文
耶
A
本
）
、④
「
八
円
義
及
其
用
法
之
記
」

（大

阪
歴
史
栂
物
館
羽
間
文
庫
B
本
、
日
本
学
士
院
A
本
[
扉
に
「
八

円
傲
測
載
術
」
]
)
、
⑤
「
八
円
儀
記
」

（東
北
大
学
附
屈
図
杓
館

狩
野
文
廊
本
[
見
返
し
剥
が
れ
部
分
に
「
才
ク
タ
ン
ト
之
記
」
]
）
、

・。

⑥

「
八
円
傲
閑
」
（日
本
学
士
院

B
本
[
扉
に
「
オ
ク
タ
ン
卜

記

i
」
)
の
六
種
が
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
日
本
学
士
院
C
本

は
標
題
を
備
え
て
い
な
い
一
本
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
良
永
訳
柑
と
は
異
な
り
、
志
筑
忠
雄
の
そ
れ
は
ド
ウ

エ
ス
の
標
題
紙
を
扉
と
し
て
訳
し
た
部
分
を
備
え
て
お
り
、
志

筑
は
そ
こ
で
ド
ウ
エ
ス
の
原
標
題
を
「
八
円
義
及
其
用
法
之
記
」

と
訳
し
、
さ
ら
に
本
文
の
始
ま
り
部
分
に
、
「
其
」
を
省
略
し

た
「
八
円
義
及
用
法
之
記
」
と
い
う
題
を
記
し
て
い
る
が
、
良

永
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
部
分
は
志
筑
が
命
名
し
た
も
の
で

は
な
く
、
ド
ウ
エ
ス
原
文
の
訳
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
当
該
部
分
に
は
志
筑
が
底
本
と
し
た
版
の
店

罪
名
も
記
さ
れ
て
お
り
、
「
キ
ウ
レ
ン
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
及
ピ
ソ
ー

ネ
ン
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

一
七
五
七
年
か
ら

一
七
七
九
年
ま
で
表
示
が
認
め
ら
れ
る

J
o
h
a
n
n
es
v
a
n
 K
e
ul
e
n
 

o
o
n
e
n
を
指
す
。
現
在
確
認
で
き
る
ド
ウ
エ
ス

OOり
の
一―

e
n
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つ
の
版
の
う
ち
、
当
該
期
間
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
七
六
六
年

版
で
あ
る
が
、
そ
の
出
版
者
名
は
J
o
h
a
n
n
es
v
an
 K
e
u
le
n
で
あ

り
、
志
筑
の
示
し
た
名
と
一
致
し
な
い
。
よ
っ
て
、
志
筑
が
底

本
と
し
た
版
は
現
時
点
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

と
も
あ
れ
、
外
題
こ
そ
が
志
筑
の
付
し
た
標
題
と
目
さ
れ
る

も
の
の
、
前
述
の
よ
う
に
題
名
は
多
岐
に
わ
た

っ
た
。
た
だ
し
、

①

I
⑥
を
大
別
す
る
と
、
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」
と
「
八
円
義

及
其
用
法
之
記
」
の
二
種
に
落
ち
浩
く
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
後

者
が
、
志
筑
訳
杏
冒
頭
で
ド
ウ
エ
ス
著
店
の
標
題
を
訳
し
た
も

の
と
文
言
が

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
理
由
で
外
題
を

失
っ
た
写
本
に
、世
写
者
か
入
手
者
が
本
文
中
か
ら
題
を
取
り
、

後
か
ら
外
題
を
付
し
な
お
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
志
筑
が
付
し
た
標
題
は
前
者
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」
と
考

え
て
よ
い
。

さ
て
、
写
本
①
ー
⑥
は
志
筑
序
を
備
え
て
お
り
、
そ
の
年
紀
・

署
名
は
「
究
政
十
年
午
仲
夏

[
1
1

一
七
九
八
年
五
月
]
志
筑

忠
雄
唐
」
で
あ
る
。
当
該
時
期
は
志
筑
の
生
涯
に
お
い
て
最

重
要
の
研
究
対
象
で
あ
っ
た
「
暦
象
新
杏
」
の
中
編
の
訳
述
に

取
り
組
ん
で
い
る
期
間
と
重
な
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
本
木

良
永
「
象
限
催
用
法
」
か
ら
ほ
ぼ
一
五
年
を
経
て
成
さ
れ
た
志

筑
忠
雄
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」
は
、
「
暦
象
新
書
」
訳
出
と
並

[
敗
]

行
し
て
片
手
間
に
行
っ
た
仕
事
で
あ
っ
た
。

か
か
る
写
本
群
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
志
筑
忠
雄
祓
文
を

備
え
た
三
本
で
あ
る
。
東
北
大
林
文
血
本
、
福
岡
市
婢
本
、
そ

し
て
大
阪
歴
拇
B
本
で
あ
る
。前
二
者
は
志
筑
祓
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
門
人
安
部
龍
平

（一

七
八
四
ー

一
八
五

0
)
の
祓
文
を
有

し
て
お
り
、
さ
ら
に
福
岡
市
博
本
に
は
裏
表
紙
に
「
安
部
記
」

と
い
う
識
語
が
認
め
ら
れ
、
安
部
龍
平
の
自
筆
に
遡
る

一
本
で

”―
 

あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

以
上
の
三
本
の
う
ち
、
東
北
大
林
文
廊
本
は
明
ら
か
な
誤
記

が
少
な
く
な
い
た
め
、
以
下
、
福
岡
市
博
本
を
底
本
と
し
、
羽

間
B
本
で
校
訂
し
た
志
筑
忠
雄
の
序
と
祓
を
掲
げ
る
。
な
お
、

”
 

校
訂
は
「
象
限
儀
用
法
」
序
の
方
針
と
同
様
に
行
う
。

[
序
]

オ
ク
タ
ン
ト
は
測
象
の
器
の
名
な
り
。
い
ま
た
漢
人
こ
れ

を
如
何
か
名
つ
く
る
と
云
ふ
こ
と
を
し
ら
す
。
い
さ
八
円

儀
と
訳
す
る
こ
と
は
、
其
語
全
円
の
八
分

一
な
る
測
器
と

い
ふ
意
な
る
を
も
て
、
聯
其
義
を
と
る
の
み
。

究

政

十

年

午

仲

夏

志

筑

忠

雄

じ

。
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予
い
ま
た
是
柑
に
い
へ
る
オ
ク
タ
ン
ト
を
見
さ
れ
は
、
右

の
こ
と
く
本
文
の
意
を
解
せ
り
と
い
へ
と
も
実
は
臆
度
推

菰
の
言
と
い
ふ
へ
し
。
然
れ
と
も
今
鏡
二
っ
た
に
あ
ら
は

｛
取

り

l

[

U
に
て
】

如
何
な
る
鏡
に
も
せ
よ
、
こ
れ
を
も
つ
て
試
ん
に
も
オ

[覆
は
]

ク
タ
ン
ト
反
照
変
化
の
理
、
目
前
に
明
白
な
る
へ
し
。
況

[量
]

や
予
か
見
し
オ
ク
タ
ン
ト
を
此
書
に
比
ふ
る
に
、
丙
鏡
の

形
も
異
に
し
て
幅
を
調
ふ
る
の
螺
旋
も
な
き
な
と
の
故
障

は
あ
り
し
か
と
、
こ
れ
を
も
て
遠
き
を
見
、
近
き
を
見
、

或
は
甲
鏡
を
起
し
て
幅
の
違
を
試
み
な
と
様
々
に
し
て
見

F
C
]
 

し
を
や
。
此
を
推
し
て
彼
に
達
す
る
の
理
あ
れ
は
、
何
そ

[g
 

必
し
も
知
へ
か
ら
す
と
の
み
は
い
ひ
て
ん
。

祓
文
で
志
筑
は
、
ド
ウ
エ
ス
閾
魯
に
描
か
れ
た
も
の
と
は
別

種
の
オ
ク
タ
ン
ト
を
見
て
い
た
こ
と
や
、
器
機
の
実
物
を
見
ず

に
取
り
組
ん
だ
自
身
の
訳
が
推
測
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、
末
尾
の
「
此
を

推
し
て
彼
に
達
す
る
の
理
あ
れ
は
、
何
そ
必
し
も
知
へ
か
ら
す

と
の
み
は
い
ひ
て
ん
」
で
、
こ
こ
で
言
う
「
彼
」
は
遠
称
の
指

示
代
名
詞
で
、
西
洋
あ
る
い
は
西
洋
人
を
指
す
も
の
と
見
ら
れ
、

志
筑
の
訳
出
動
機
が
西
洋
科
学
の
摂
取
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。

た
だ
し
不
審
な
の
は
、
良
永
の
訳
出
に
言
及
が
な
い
こ
と
で

あ
る
。
志
筑
忠
雄
は
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
阿
閾
陀
稽
古
通
詞

に
就
い
て
お
り
、
そ
の
上
、
通
詞
辞
職
後
に
戻
っ
た
実
家
の
商

家
中
野
家
は
本
木
家
と
同
じ
外
浦
町
に
所
在
し
た
。
さ
ら
に
オ

ラ
ン
ダ
語
翻
訳
界
隈
が
狭
い
世
界
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

志
筑
が
良
永
の
仕
事
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
想
定
し
が
た
い
。

こ
の
疑
問
を
含
み
つ
つ
、
ド
ウ
エ
ス
の
原
典
と
突
き
合
わ
せ
て
、

良
永
と
志
筑
の
訳
出
を
比
較
検
討
し
て
い
こ
う
。

、
本
木
良
永
と
志
筑
忠
雄
の
訳
文

(
-
）
訳
語
の
相
違

O
ctant

に
対
す
る
良
永
訳
は
「
象
限
」
も
し
く
は
「
オ
ク

タ
ン
ト
」
で
あ
る
が
、
志
筑
は
「
オ
ク
タ
ン
ト
」
な
い
し
は
「
八

円
傲
」
と
訳
し
て
い
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、

O
ctant
は
八
分

の
一
を
指
す
こ
と
か
ら
、
四
分
の
一
を
意
味
す
る
「
象
限
」
は

訳
語
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
。

ま
た
、
オ
ク
タ
ン
ト
を
図
示
し
た
個
所
で
は
、
そ
の
指
標
に

対
し
、
良
永
は
「
空
度
」
、
「
四
十
度
」
、
「
九
十
度
」
を
記
す
の

に
対
し
、志
筑
は
「
無
度
」
、「
四
十
五
度
」
、
「
九
十
度
」
を
示
す
。

ま
た
、オ
ク
タ
ン
ト
に
備
え
ら
れ
た
諸
鋭
を
「
甲
」
、「
乙
」
、
「
丙
」

と
い
っ
た
十
ーー
で
示
す
の
は
両
者
同
じ
で
あ
る
が
、
人
間
の
滸
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眼
箇
所
に
つ
＞
て
も
良
永
が
「
丁
」
、
「
戊
」
と
十
干
で
表
現
す

る
の
に
対
し
、
志
筑
は
「
子
」
、
「
丑
」
と
十
二
支
を
用
い

、
読

者
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に
分
け
て
表
し
て
い
る
。

オ
ク
タ
ン
ト
の
示
標
梓
を
指
す
W
y
ser
あ
る
い
は

一n
d
e
x
に

対
し
て
良
永
は
「
湘
表」

と
し
て
い
る
が
、
「
塀
表」

は
閾
尺

定
木
と
い
う
高
精
度
の
木
製
定
規
の
上
に
備
え
付
け
た
、
寸
法

を
測
る
た
め
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
使
用
す
る
副
尺
の
名
で
あ

る
。
確
か
に
オ
ク
タ
ン
ト
の
示
標
梓
も
数
値
を
出
す
た
め
に
動

か
し
て
使
用
す
る
と
い
う
意
味
で
は
「
湘
表
」
と

一
致
す
る
点

も
あ
る
が
、
し
か
し
外
観
、
使
用
法
な
ら
び
に
働
き
が
全
く
異

な
る
も
の
で
あ
り
、読
者
の
誤
解
を
招
く
訳
語
で
あ
る
。

一
方
、

志
筑
は
「
運
腱
」
と
造
語
し
て
い
る
。
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
意

味
す
る
「
運
」
と
、
水
を
堰
き
止
め
る
木
の
柱
を
指
す
「
腱
」

を
も
っ
て
訳
出
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
「
腱
」
に
つ
い
て
は
、

オ
ク
タ
ン

ト
が
航
海
用
器
具
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
水
」
に
関

係
し
つ
つ

「柱」

を
意
味
す
る
語
と
し
て
採
用
し
た
の
で
あ
ろ

゜
、つ

そ
の
他
、
良
氷
が
訳
せ
な
か

っ
た
G
raa
d
b
o
og
e
n
 Kr
u
i
s
se
n
 

（ク
ロ
ス
ス
タ

ッ
フ
）
、
Q
u
a
drant

(象
限
俵
、
四
分
俄
）
に
つ

い
て
も
志
筑
は
訳
出
に
挑
ん
で
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
「
弩

骰
」
と
い
う
訳
語
を
当
て
て
い
る
が
、
松
宮
観
山

（
一
六
八
六

ー
一

七
八

0
)
「分
度
余
術
」

（東
北
大
学
附
属
図
柑
館
林
文
廊

蔵
）
に
用
例
が
あ
り
、
先
例
に
倣

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の

一
方
で
、
後
者
を
「
星
尺
」
と
訳
し
て
い
る
の
は
不
審

で
あ
る
。
O
c
t
a
n
t
を
正
し
く
認
識
し
な
が
ら

Q
u
a
drant
を
理

解
で
き
な
か

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
か
か
る
訳
語

に
至
っ

た
経
緯
を
検
討
す
る
と
、

O
c
tant
は
航
海
用
の
測
屈
器

具
で
あ
る
の
に
対
し
、
Q
u
adrant
は
天
体
の
高
度
を
観
測
す
る

た
め
の
天
文
観
測
機
器
で
あ
り
、
そ
の
用
途
は
全
く
異
な
る
。

し
か
し
、
器
具
名
を
直
訳
す
る
だ
け
で
は
、
読
者
は
両
者
を
弧

の
角
度
が
異
な
る
だ
け
の
も
の
と
誤
解
し
か
ね
な
い
。
よ
っ
て、

そ
の
用
途
を
明
確
に
示
す
た
め
に
、
あ
え
て
「
四
分
の

こ

で

あ
る
こ
と
を
表
さ
ず
、
「
星
尺
」
と
訳
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

か
よ
う
に
志
筑
も
い
く
つ
か
の
訳
語
に
は
苦
労
し
た
よ
う
で

あ
る
が
、
重
要
な
の
は
、
原
文
を
省
略
し
た
り
改
変
し
た
り
せ

ず
に
、
あ
く
ま
で
原
文
の
尺
や
意
味
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
忠

実
に
日
本
語
に
囮
き
換
え
る
こ
と
に
臨
ん
だ
そ
の
姿
勢
で
あ

る
。（二

）
訳
文
の
精
度

ド
ウ
エ
ス

OO世
の
第
一
節
を
例
に
、
良
氷
と
志
筑
の
訳
を
比

較
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
ド
ウ
エ
ス
の
閾
文
に
は
拙
訳
を
後
続
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H
E
T
 O
c
t
a
nt w
a
a
r
 va
n
 w
y
 z

ull
e
n
 spre
k
e
n, 
1s
 bet g
e
e
n
 

m
e
e
s
t
 in 
g
e
b
r
u
i
k
 is,
 m

e
t
 dri
e
 
Spi

ege

ls•
Wa

er 

v
an
 h
e
t
 

M
a
a
kz
e
l, 
G
r
o
o
th
e
id, 
e
n
 H
o
u
d
i
n
g
 in 

Fi
g
.
 
I•
ve
rtoond 

w
o
rd. 
A
n
d
e
re
 z
o
o
r
t
e
n
 v
a
n
 O
c
ta
n
te
n, 
b
y
 a

n
d
e
re
 

uit
g
e
v
o
n
d
e
n, 
a
ls
 m
i
n
d
e
r
 in 
g
e
b
r
u
i
k
 z
yn
d
e
 zull
e
n
 w
y
 

ni
e
t
 aa
n
h
a
a
le
n. 
(こ
れ
か
ら
話
す
オ
ク
タ
ン
ト
は
、
最
も

一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
3
つ
の
ミ
ラ
ー
を

備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
図
ー
に
は
構
造
、
大
き
さ
、

お
よ
び
外
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。
他
の
人
が
発
明
し
た
他

の
種
類
の
オ
ク
タ
ン
ト
は
使
用
が
少
な
い
も
の
と
し
て
引

用
し
な
い
。
）

[
良
永
訳
]

妥
二
説
ク
所

ハ、

三
鋭
ア
ル
オ
ク
タ
ン
ト
の
用
法
井
二
其

大
小
二
従
フ
製
造
ノ
方
ナ
リ
。其
図
初
メ
ニ
著
ス
カ
如
シ
。

此
器
二

別
種
ア
リ
。
是
他
人
ノ
製
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
其
蓋

少
乞

翠

‘
二
載
セ
ス

5

[
ド
ウ
エ
ス
閾
害
•
第
一
節
]

さ
せ
た
。

宝
心
筑
訳
]

今
我
言
ン
ト
コ
ロ

ノ
八
円
俵
ハ

、
多
ク
世
間
二
用
ラ
ル

者
ニ
シ
テ
、
三
ノ
鋭
ヲ
帯
タ
リ
。
其
状
、
其
大
サ
及
ヒ
其

附
属
ノ
諸
件
並
二
図
ノ

―
二
見
タ
リ
。
他
人
ノ
発
明
セ
ル

他
種
ノ
八
円
條
ハ
世
二
用
ル

モ
ノ
少
ケ
レ
ハ
此
二
説
ス
。

一
瞥
し
て
志
筑
訳
の
正
確
さ
が
見
て
取
れ
る
が
、
良
永
訳
を

詳
細
に
見
て
み
る
と
、
ま
ず
第

一
文
で
は
m
e
e
st
(最
も
）
の

訳
が
脱
落
し
て
お
り
、
さ
ら
に

in
g
e
bruik is
 (
使
用
さ
れ
て

い
る
）
を

「
用
法
」
と
誤
解
し
つ
つ
、
さ
ら
に
は
「
井
二
其
大

小
二
従
フ
製
造
ノ
方
」
と
い
う
文
を
付
し
て
拡
大
解
釈
し
て
い

る
。
続
く
第
二
文
に
至
っ
て
は
、
「図
1
に
[
:
.
]
示
さ
れ
て

い
る
」
と
い
う
内
容
を
、
「
其
図
初
メ
ニ
著
ス

カ
如
シ
」
と
少

し
く
文
章
を
変
更
す
る
ほ
か
、
比
較
級
を
用
い
た

m
i
n
d
e
r
in 

g
e
bruik 
(使
用
が
少
な

い
）
に
は
、
第

一
文
で

in
g
e
bruik
を

訳
出
し
て
お
き
な
が
ら
、
「
其
蓋
少
シ
」
と
、
使
用
で
は
な
く
、

そ
の
物
自
体
が
少
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
な
曖
昧
な
日
本

語
を
当
て
て
い
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
第
九
節
の
第
一
項
と
第
二
項
を
見
て
み
よ

゜
、つ
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[
ド
ウ
エ
ス
閾
t

'
•

第
九
節
第

一
項
]

L
a
a
t
 v
a
n
 e
e
m
g
e
 h
o
o
g
t
e
 e
e
n
 L
o
o
d
l
y
n
 afltangen
,
 ho

e
 

b
o
o
g
e
r
 ho
e
 b
e
e
ter. 
(垂
線
を
あ
る
程
度
の
高
さ
か
ら
下

ろ
す
。
高
い
ほ
ど
良
い
。）

ド
ウ
エ
ス
の
原
文
は
、
「
垂
線
を
あ
る
程
度
の
高
さ
か
ら

ろ
す
」
と
い
う
主
節
と
、
比
較
級
を
用
い
て
「
高
い
ほ
ど
良
い
」

と
い
う
内
容
を
意
味
す
る
副
詞
句
か
ら
成
る
。
と
こ
ろ
が
良
永

訳
は
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
曖
味
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
誤

訳
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。ま
た
、
「
垂
線
ヲ
最
高
所
二
設
ク
」

と
い
う
訳
文
自
体
、
い
ま
ひ
と
つ
意
味
の
通
ら
な
い
日
本
語
で

あ
る
。[

ド
ウ
エ
スo
o
hゴ•
第
九
節
第
二
項
]

Plaa
s
t
 het O
c
t
a
n
t
 o
p
 e
e
n
 afstand 
v
a
n
 2
0
 a
 3
0
 V
o
e
ten 

写
心
筑
訳
]

0
0
 

9
-

高
キ
処
ヨ

リ
直
線
ヲ
下
ス
。
愈
高
ケ
レ
ハ
愈
ヨ
シ
。

[
良
永
訳
]

7
 

2
 

垂
線
ヲ
最
高
所
二
設
ク
。

v
a
n
 d
e
 Lo
o
d
l
y
n
,
 in 
e
e
n
 L
o
o
d
re
g
te
 stand
.
 (

オ
ク
タ
ン

ト
を
垂
線
か
ら
二
十
か
ら
三
十
フ
ィ
ー
ト
離
し
て
、
垂
直

の
位
骰
に
骰
く
）

[
良
永
訳
][ン

】

垂
線
ヲ
距
ル
事
二
十
尺
及
三
十
尺
ニ
シ
テ
、
其
中
間
ニ
コ

ノ
器
ヲ
竪
二
居
エ
、
眼
ヲ
丁
二
当
テ
、
前
二
在
ル
垂
線
ヲ

乙
鋭
ヲ
以
テ
視
ル
ニ

、
前
後
ノ
垂
線
一
直
線
ナ
ル
ヤ
ウ
ニ

ス
ヘ
シ
。

写
心
筑
訳
]

器
ヲ
持
テ
直
線
ヲ
去
ル
コ
ト
ニ
丈
モ
シ
ク
仁
二
丈
ノ
処
二

イ
タ
リ
テ
、
コ
レ
ヲ
正
立
セ
シ
ム
。

オ
ク
タ
ン
ト
の
位
骰
と
垂
直
に
設
骰
す
る
こ
と
を
説
い
た
短

い
原
文
に
対
し
、
良
永
は
全
く
尺
が
合
っ
て
い
な
い
訳
文
を
示

し
て
い
る
。
こ
こ
で
最
も
深
刻
な
問
題
は
、
訳
の
誤
り
と
い
う

よ
り
、
原
文
に
は
無
い
「
其
中
間
二
」
お
よ
び
「
眼
ヲ
丁
二
当

テ
、
前
二
在
ル
垂
線
ヲ
乙
鋭
ヲ
以
テ
視
ル
ニ

、
前
後
ノ
垂
線

一

直
線
ナ
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
ヘ
シ
」
と
い
う
文
を
挿
入
し
て
い
る
行
為

で
あ
る
。
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図
三
本
木
良
永
「
象
限
儀
用
法
」
本
文
冒
頭
（
津
市
図
書
館
稲
垣
文

庫
蔵
）
。

9
9
9
レ

．．
 
邑

’

▲

拿

m

≫
る
．

t
●
視
，
り
ェ
囀
了
｀
ッ
9

9

レー・
4-

．．
 
上
・
人
小
2
{，
な

9
9

・
'
*
●
~
`
9

t

罵．＂
It
．

,lにへ
＇
繁
ぇ
｀
怜
．

、
各
轟

っ

．．． 
叡
9

又

ふ

•
-
1
1
1
土
止
S
、
t
*

令

a
,
2

•

編
・
亀
ヽ
息9

ぅ
｀

i
，Jll
,
itlt
疇
カ
ア
、
●
鰭

9
A
細鴫，＂・

"
-
＇
£
く
こ
｀
’
~
・
ト

r

魯
：
＂
d
＾
9
.

亀
巧
笥
9
i

叶
9

皇
｀
•
峰
ヽ
•
鴫
・
員
碍
一
疇
へ
星

囀

•
1
A
．
履
，
＂
｀

1
：
‘
み
．
’
ワ
●
り
》
ー
・
'

日
今
収
言
ク
'
:
'
へ
“
代
"
9
,
*

2
-
'兌
9
讚
：
＇
文
奴
木
久

9
A
J

1

-

ぇ`，＇
i

｀
、
会
咽
9

』

g
籠

モ
ー
ケ

r
レ
＂

g
．
泣
J

ロ

其

旧

大

↑

4

倉

"

:
?
"
F
:`
公
，

9

t

石
叶
．

9

代
・
袖

L
'

ー
ニ＾

；
•

太
A
食

・

蒼

｀
 

エ
や

図
四
ー
＿
志
筑
忠
雄
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」
本
文
冒
頭
（
福
岡
市
博

物
館
蔵
）
。
良
永
訳
出
本
と
は
異
な
り
、
節
と
項
の
順
序
を
示
す
数
字

を
見
出
し
状
に
し
、
さ
ら
に
章
に
つ
い
て
は
四
角
（
口
）
で
囲
む
＿
方
、

項
は
数
字
の
み
を
記
し
て
高
さ
を
下
げ
て
区
別
す
る
な
ど
見
や
す
く
仕

上
げ
て
い
る
。
な
お
、
右
葉
の
「
告
」
と
は
、
ド
ウ
エ
ス
蘭
書
に
序
の

よ
う
に
付
さ
れ
た
S
e
r
i
g
h
t

(
知
ら
せ
）
部
分
の
訳
で
あ
る
。

八
園
代
及
呵
↓
之

告，ヽ

締

”ふ
上
’
徒

伎

や

瓜
・
布

凩
T

ょ
専
匂

含

I
'ぃ
祓
釦
，
賣

m
来
1

4

-T
之
）
i

』
.
，
．
亀
這
9

人・上・

，
奴

-

入

捻

人

g
,
へ凸

4
9

技

訂

、
必
1
9
ャ
＂

i
R・
'.)

之
，
ふ
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"ぷ
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1,＂ペ

ゃ
叶
朽
直
•
9
9
1

へ
爪
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＇
す
＊
ぇ
＾

3
,
ii
）
什
；
＇

1
:
n^
へ
叫
直

，
巾
J

？ェ

ぃ

9

,
T

)
州
4
J
L
t
忙

9
う

・
m

9
5
-
I
q
'
川
9
"
O

｀
竹
．

a.

三
錢
・

ヤ
り
気
，

9
全
丸

．． 

：＇ 

一
儀
み
、
＆
・
土
9

キ

か

鍼

．

9

9
し

A

9
屯

V
,
9
.＂
良
9

見
・

運
化
，
ぇ

T
A
,；
乙
鍼
ぃ
●

）
五
主

・
、
さ
＾
：
＇

土
へ

L
9
`

flt，
ャ
炉
鴫
9
還
9
し

・,Joim'
4
~

を
瓜
曰
ん
~
む~J
`
9

綱
員
ャ
・

櫨
)
•
I
贔
f
-'
！
・
r

一
ャ9
と
来
9
9

し

・一

”

7

9

A

豆
立ぃ
．上

‘
-
'

g
r
～

置
ャ

ー

竺
i
を
何
と

8
，
平
石
・
正
ユ
と
1

這▼

；ェ
1
9

札
，
ぞ
f
J

量ゴ

H
I
4
ヌ、一

1
埠
ム
3

”

鐵，；・

墨
瓜
0

ん
＂
仇
ヽ
嘔

'“~1t'鶴
．
 

．
 ず
』
コ
ト
じ
ハ
真
＾

こ
で
．

田
It.

ャ

し
ヤ

9

以
2

盲

図
四
ー
ニ
志
筑
忠
雄
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」
二
節
三
項
か
ら
の
続
き

（
福
岡
市
博
物
館
蔵
）
。
ド
ウ
エ
ス
原
文
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
志
筑
に

よ
る
加
筆
部
分
に
つ
い
て
は
「
忠
雄
曰
」
と
述
ぺ
た
上
で
高
さ
を
下
げ

て
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
角
印
（
△
）
は
原
文
が
改
段
落
し
て
い
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
原
文
に
対
す
る
志
筑
の
訳
出
姿
勢

と
比
較
す
る
と
、
脱
落
や
誤
訳
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
良
永
の

そ
れ
は
、
原
文
を
自
身
の
解
釈
で
表
現
し
な
お
す
態
度
と
言
え

る
。
誤
訳
で
あ
れ
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
故
意
に
原
文
の
意
味
を
変

更
し
た
り
、
文
を
脱
落
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
言
葉
や
文
章
を

勝
手
に
挿
入
し
た
り
す
る
よ
う
な
訳
出
は
、
少
な
く
と
も
現
代

の
寇
味
に
お
け
る
「
翻
訳
」
と
同
じ
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
我
々
は
そ
の
良
永
の
姿
勢
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
対
す
る
不

理
解
や
読
解
力
の
不
足
の
み
な
ら
ず
、
そ
も
そ
も
近
世
に
お
け

る
訳
業
が
、
今
日
の
「
翻
訳
」
と
は
全
く
異
な
る
営
為
で
あ
っ

た
こ
と
を
見
出
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

、
「和
解
」
か
ら

「翻
訳
」
へ

「
蘭
学
者
」
と
し
て
人
口
に
贈
灸
す
る
杉
田
玄
白

（一

七
三＝―

ー
一
八

一
七
）
は
、
版
本

「解
体
新
杏
」
（
一

七
七
四
）
の
「
凡

例
」
に
お
い
て
、
自
身
の
訳
述
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。訳

有
三
等
。

一
曰
翻
訳
。
二
曰
義
訳
、

三
曰
直
訳
。
如
和

蘭
呼
曰
価
題
験
者
即
骨
也
。
則
訳
曰
骨
。
翻
訳
是
也
。
又

如
呼
曰
加
蝋
仮
価
者
。
謂
骨
而
軟
者
也
。
加
蝋
仮
者
。
謂
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如
鼠
嘔
器
音
然
也
。
蓋
取
義
於
脆
軟
。
価
者
価
題
験
之
略

語
也
。
則
訳
曰
軟
骨
。
義
訳
是
也
。
又
如
呼
機
里
爾
曰
者
。

無
語
可
当
。
無
義
可
解
。
則
訳
曰
機
里
爾
直
訳
是
也
。
余

之
訳
例
皆
如
是
也
。
読
者
思
諸

（
訳
に
三
等
あ
り
。

一
に
曰
く
翻
訳
、
二
に
曰
く
義
訳
、

ペ
ン
デ
レ
ン

三
に
曰
く
直
訳
。
和
蘭
呼
び
て
価
題
験

[b
e
e
n
d
e
le
n
]

と
曰
ふ
者
は
、
即
ち
骨
な
り
、
則
ち
訳
し
て
骨
と
曰
ふ
が

カ

ラ

カ

ベ

ン

如
き
は
、
翻
訳
こ
れ
な
り
。
ま
た
、
呼
び
て
加
蝋
仮
価

ぞ
a
a
k
b
e
e
n
]

と
曰
ふ
者
、
骨
に
し
て
軟
か
な
る
者
を
謂

カ

ラ

カ

ふ
な
り
、
加
蝋
仮
な
る
者
は
鼠
の
器
を
嘔
む
音
の
如
く
然

ペ
ン

る
を
謂
ふ
な
り
、
蓋
し
義
を
脆
軟
に
取
る
、
価
な
る
者
は

ベ
ン
デ

レ
ン

価
題
験
の
略
語
な
り
、
則
ち
訳
し
て
軟
骨
と
曰
ふ
が
如
き

キ

リ

イ

ル

は
、
義
訳
こ
れ
な
り
。
ま
た
、
呼
び
て
機
里
爾

[kli
e
r]

と
曰
ふ
者
、
語
の
当
つ
べ
き
な
く
、
義
の
解
す
べ
き
な
き

キ

リ

イ

ル

は
、
則
ち
訳
し
て
機
里
爾
と
曰
ふ
が
如
き
は
、
直
訳
こ
れ

な
り
。
余
の
訳
例
は
皆
か
く
の
如
き
な
り
。
読
む
者
こ
れ

を
思
へ
）

玄
白
は
訳
を
、
①

「
翻
訳
」
、
②

「
義
訳
」
、
③
「
直
訳
」
の

種
に
分
け
、
①
は
現
在
で
言
う
直
訳
、
②
は
借
用
語
と
し
て

の
処
理
あ
る
い
は
意
訳
を
指
し
、

③
は
樅
き
換
え
る
言
業
が
無

＞
際
に
、

音
の
み
を
記
述
す
る
外
来
語
と
し
て
の
対
処
を
意
味

す
る
。

か
よ
う
に
玄
白
は
訳
の
在
り
方
を
意
識
し
て
い
た
が
、
あ
く

ま
で
こ
れ
は
「
語
」
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
対
処
で
あ
り
、

意
識
で

あ
っ
た
。「
解
体
新
店
」
に
お
け
る
最
大
の
問
題
点
は
、
蘭
書

原
典
に
付
さ
れ
た
ク
ル
ム
ス

(J
o
h
a
n
n
A
d
a
m
 K
u
l
m
u
s,
 16

8
9
,
 

1
7
4
5
)

の
注
釈
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
原
文
に
は
無
い
記

述
を
追
加
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
様
々
な
歯
物
か
ら
図
を
集

30 

め
た
り
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
本

文
は
い
わ
ゆ
る
欧
文
訓
読
、
す
な
わ
ち
漢
文
体
で
表
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
文
体
に
年
皿
き
換
え
る
こ
と
を
「
和
訳
」
と
呼
ん

で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

文
体
で
言
え
ば
、
大
槻
玄
沢

（一

七
五
七
ー

一
八
二
七
）
に

よ
る
曲
学
入
門
杏

「曲
学
階
梯
」
（
一

七
八
八
）
の
文
例
を
眺

め
る
と
、

lk
w
e
n
s
c
h
 u
 g
o
e
d
e
n
 d
a
g
 m
y
n
 h
e
e
r.
と
い
う
オ
ラ

ン
ダ
語
文
の

一
っ
―
つ
の
語
に
、
「
我

望

祢

吉

日

君
吾
」
と
訳
語
を
提
示
し
て
い
る
が
、
二
人
称
U

に
当
て
た

「祢
」
は
白
話
で
あ
り
、
も
は
や
漢
語
で
も
な
い
。
こ
う
な
る
と
、

ま
す
ま
す

「日
本
語
訳
」

や
「
和
訳
」
と
呼
ぶ
の
は
難
し
い
。

「
語
」
で
は
な
く
、
「
文
章
」
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
翻
訳
行
為
を
表

す
近
世
初
中
期
の
語
曲
に
「
口
和
」
と
「
和
解
」
が
あ
る
。
「ロ
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和
」
は

「日
本
国
語
大
辞
典
」
第
二
版
（
以
下

「日
国
」）

に

は
、
用
例
無
し
に
「
外
国
語
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
を
古

く
い
っ
た
語
。
と
く
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
通
訳
す
る
こ
と
。
和
解
。
」

と
説
か
れ
る
が
、
「
口
和
」
を
標
題
に
冠
し
た
作
品
の
内
容
を

確
認
す
る
限
り
、
原
文
に
対
し
て
忠
実
に
日
本
語
に
樅
き
換
え

た
仕
事
で
は
な
く
、
右
の

「日
国
」
の
説
明
は
適
切
で
は
な
い
。

一
例
と
し
て
、
カ
ス
パ
ル
流
外
科
を
伝
え
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
唐
津
土
井
藩
の
医
師
河
口
良
庵

(
-
六
二
九
ー
一
六
八
七
）

の
医
害
「
諸
薬
口
和
」
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
良
庵
が
カ
ス
パ
ル

・

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル

(C
a
s
p
a
r
S
c
h
a
m
b
e
rg
e
r,
 1

6
2
3
,
1
7
0
6)

の

直
接
の
指
尊
を
受
け
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、

写
本
「
諸
薬
口
和
」
は
出
島
商
館
か
ら
の
情
報
を
熱
心
に
収
集

し
た
り
、
勉
強
し
た
り
し
た
成
果
の
―
つ
で
あ
っ
た
。
良
庵
は
、

l

つ
の
本
や
原
文
に
対
し
て
こ
れ
を
忠
実
に
日
本
語
に
骰
き
換

え
た
「
翻
訳
」
で
は
な
く
、
伝
聞
や
様
々
な
文
献
の
抜
き
書
き

な
ど
の
諸
情
報
を
交
え
、
自
身
で
消
化
、
解
釈
し
た
内
容
を
説

明
し
た
掛
物
を
編
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
こ
で

「
日
葡
辞
掛
」
を
引
く
と
、
「
口
」
は
「
言
菜
」

JJ

や
わ
ら
げ

U

を
、
「
和
」
は
「
解
釈
」
や
「
説
明
」
を
指
す
。
要
す
る
に
「
ロ

和
」
と
は
、
あ
く
ま
で
「
（外
国
語
な
ど
の
）
難
解
な
も
の
を

（日

本
人
）
読
者
に
解
釈
し
て
説
明
す
る
行
為
」
で
あ
り
、
現
代
の

意
味
で
の
「
翻
訳
」
を
意
味
し
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
「
和
解
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
。
再
び

「日

国
」
を
播
け
ば
、
天
華
蔵
主
人
「通
俗
酔
菩
提
全
伝
」（一

七
五
九
）

な
ど
を
用
例
に
、
「
他
の
国
の
言
語
を
日
本
語
で
解
釈
す
る
こ

と
。
ま
た
、
む
ず
か
し
い
文
章
や
文
字
を
わ
か
り
や
す
く
解
き

明
か
す
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
解
釈
。
」
と
あ
る
。
留
意
す
べ
き
は
、

「日
国
」
で
は
「
和
解
」
を
「
解
釈
」
や
「
解
き
明
か
す
こ
と
」

と
し
、

「
翻
訳
」
と
は
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

近
世
初
中
期
に
お
い
て
「
和
解
」
を
標
題
に
冠
し
た
書
籍
を

探
索
す
る
と
、
多
く
は
仏
牲
や
医
書
に
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
例
え
ば
、
版
本

「往
生
要
集
和
解
J

(一

七

一
五
）

は、

諸
書
の
引
用
を
交
え
て
源
信
「
往
生
要
集
」
（
九
八
五
）
を
読

み
解
い
て
説
明
し
た

一
咎
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は

「本
草
和
解
」

（
一
六
九
八
）
は
、
そ
の
序
で
、
曲
直
瀬
道
三
(
-
五
0
七
ー

一
五
九
四
）
が
成
し
た

「盆
宝
薬
性
能
誨
」
の
誤
謬
を
正
し
、

そ
の
不
足
を
補
う
こ
と
を
掲
げ
た
本
草
柑
で
あ
る
が
、
中
国
本

草
書
の
純
然
た
る
翻
訳
で
は
な
い
。
本
草
の
い
ろ
は
分
類
を
行

っ
た
り
、
適
宜
図
解
を
交
え
た
り
す
る
な
ど
、
そ
れ
以
前
よ
り

簡
明
に
本
草
の
知
識
を
整
理
し
て
読
者
に
提
示
す
る
た
め
に
編

ま
れ
た
書
物
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
本
草
学
者
野
呂
元
丈
（
一
六
九
四

i
一
七
六
一

）
が
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編
纂
し
た
「
阿
閾
陀
本
草
和
解
」
（
一
七
四
ニ
ー

一
七
五

0
)
は
、

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗

（一

六
八
四
ー
一
七
五
一

）
の
命
を
受
け

て
ド
ド
ネ
ウ
ス

(R
e
m
b
e
rtus
D
o
d
o
n
a
e
u
s
,
 15

1
7
,
1
5
8
5
)

「草

木
誌
」
閾
語
版
を
和
訳
し
た
も
の
で
、

OO柑
訳
出
柑
に
「
和
解
」

が
冠
さ
れ
た
最
も
早
い
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は

「草
木
誌
j

の
項
目
や
記
述
の
抜
粋
で
あ
り
、
植
物
の
性
質
に
つ
い
て
の
説

明
は
所
々
で
中
医
学
杏
の
概
念
や
柑
式
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
は
八
回
に
わ
た
っ
て
江
戸
参
府
の
オ
ラ
ン
ダ
人

医
師
に
質
問
し
て
得
た
内
容
を
含
む
な
ど
、純
然
た
る
「
翻
訳
」

か
ら
は
程
遠
い
内
容
で
あ
っ
た
。

「
口
和
」
と
同
じ
く
、
二
種
の
漢
字
か
ら
成
る
「
和
解
」
を

一
文
字
ず
つ
検
討
す
る
と
、
「
和
」
が
「
日
本
」
、
「
説
明
・
解
釈
」

の
い
ず
れ
を
意
味
す
る
か
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
「
解
」

は
「
和
」
と
同
じ
く
、
「
説
明
す
る
こ
と
。
解
釈
す
る
こ
と
」

（「
日

国
J

O

用
例
は
「
法
華
義
疏
」
〔
七
世
紀
前
半
〕
な
ど
）
を
意
味
し
、

や
は
り
先
述
し
た

「日
国
」
の
「
和
解
」
の
説
明
と

一
致
す
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、

「
和
解
」
の
本
質
も
「
翻
訳
」
で
は
な
く
、

訳
者
が
提
供
対
象
と

（し
て
想
定
）
す
る
日
本
人
読
者
に
対
し
、

「
難
解
な
も
の
を
説
明
す
る
行
為
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
よ

っ
て
、
そ
こ
に
原
文
の
腺
重
と
い
う
概
念
は
存
在
せ
ず
、
含
ま

れ
る
内
容
の
み
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
必
要
で
あ
れ
ば
著
者
の

解
釈
を
交
え
た
り
、
伝
聞
情
報
や
諸
相
の
抜
き
柑
き
を
挿
入
し

た
り
し
て
読
者
へ
の
「
説
明
」
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
「
口
和
」

玲

で
あ
り
、
「
和
解
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
骰
く
と
、
杉
田
玄
白
を
は
じ
め
と
す
る

oo学
者
の
訳
業
の
本
質
が
了
知
で
き
る
と
と
も
に
、
ド
ウ
エ
ス

閾
柑
の
訳
出
に
お
い
て
、
「
和
解
」
に
取
り
組
ん
だ
本
木
良
永

に
対
し
、
「
和
解
」
を
脱
し
て
現
代
の
意
味
で
の
「
翻
訳
」
に

臨
ん
だ
志
筑
忠
雄
の
仕
事
が
理
解
で
き
よ
う
。

た
だ
し
、
志
筑
作
品
の
中
で
「
鎖
国
論
」
(-
八

o
l)だ
け
は
、

例
外
的
に
原
文
の
色
合
い
を
変
容
さ
せ
て
訳
を
成
し
て
い
る
。

志
筑
忠
雄
の
仕
事
の
位
骰
づ
け
を
定
め
る
た
め
、
最
後
に
こ
の

点
を
考
察
し
て
お
く
。

例
え
ば
、
志
筑
は
「
鎖
国
論
」
本
文
に
小
文
加
節
や
付
注
を

行
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
中
華
思
想
に
基
づ
く
用
語
や
排
外

的
な
内
容
を
含
ん
だ
言
業
が
少
な
く
な
い
。
烏
井
裕
美
子
は
、

そ
の
背
景
に
志
筑
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
脈
で
の
日
本
中
心
的
思

考
が
存
在
す
る
可
能
性
を
見
て
い
る
が
、
「
鎖
国
論
」
成
立
か

ら
五
年
後
、
消
朝
中
国
と
ロ
シ
ア
が
近
代
国
際
法
に
基
づ
い
て

国
境
を
画
定
し
た
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
締
結
の
経
緯
を
訳
出
し

た
「
二
国
会
盟
録
」

(-
八
0
六
）
で
は
か
よ
う
な
変
更
は
行

っ
て
お
ら
ず
、
烏
井
説
が
早
計
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
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お
わ
り
に

以
上
、
ド
ウ
エ
ス
蘭
t『

西
洋
人
の
植
民
地
活
動
に
対
す
る
反
発
心
や
嫌
悪
感
を
有
し

て
い
た
こ
と
は
借
四
き
、
志
筑
の
そ
の
他
の
心
境
を
推
し
屈
る

上
で
手
掛
か
り
に
な
る
の
は
、
平
戸
藩
松
浦
静
山

（一

七
六
〇

ー
一

八
四

一）

と
の
閑
係
で
あ
る
。
「
鎖
国
論
」
の
底
本
は
、

静
山
蔵
の
ケ
ン
ペ
ル

(E
n
ge
lb
e
rt
K
a
e
m
p
f
e
r,
 

1
6
5
1

＇1
7
1
6
)

「日

本
誌
」
蘭
語
一
七
三
三
年
再
版
と
目
さ
れ
、
完
成
し
た
「
鎖

国
論
」
は
当
然
静
山
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
先

に
静
山
の
命
で
様
々
な

OO咎
訳
出
に
従
事
し
て
い
た
の
は
本
木

“
 

良
永
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
し
か
志
筑
忠
雄
も
訳
者
の

一
貝
に

加
わ

っ
た
。
志
筑
は
、
若
く
し
て
阿
閾
陀
稽
古
通
詞
を
辞
職

し
て
野
に
あ
り
、
仕
官
へ
の
願
望
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
か
か
る
事
情
を
勘
案
す
る
と
、
志
筑
が
自
身
の
翻
訳
ヘ

の
こ
だ
わ
り
を
殺
し
、
原
文
の
文
脈
を
損
な
う
形
で
中
華
思
想

に
基
づ
く
用
語
や
排
外
的
な
言
葉
を
使
用
し
た
背
娯
に
は
、
平

戸
藩
へ
の
登
用
の
願
望
か
ら
、
な
い
し
は
静
山
を
通
じ
て
都
府

や
藩
主
な
ど
の
有
力
者
に
「
鎖
国
論
」
が
読
ま
れ
、
そ
こ
か
ら

仕
官
の
声
が
か
か
る
こ
と
を
意
識
し
て
成
稿
し
た
事
情
が
想
像

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「オ
ク
タ
ン
ト
と
そ
の
用
法
の
説
明

柑
」
に
対
す
る
本
木
良
永
と
志
筑
忠
雄
の
訳
出
本
を
題
材
と
し
、

両
者
に
お
け
る
翻
訳
の
精
度
や
姿
勢
の
差
異
を
浮
き
彫
り
に
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
位
骰
づ
け
を
明
ら
か
に
し

こ
。

t
 良

永
の
訳
は
誤
り
が
多
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
と
ど

ま
ら
ず
、
自
身
の
解
釈
で
原
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
変
更
し

た
り
、
省
略
し
た
り
、
あ
る
い
は
原
文
に
は
無
い
記
述
を
追
加

し
た
り
と
、
そ
の
仕
事
は
あ
く
ま
で
日
本
人
読
者
に
向
け
て
の

説
明
行
為
と
し
て
の
「
和
解
」
で
あ
っ
た
。

一
方
、
志
筑
忠
雄
は
原
文
を
腺
重
し
た
忠
実
な
姿
勢
で
、
そ

の
尺
と
意
味
を
正
確
に
日
本
語
に
協
き
換
え
る
こ
と
に
心
を
砕

い
た
。
自
身
の
説
明
を
挿
入
す
る
際
は
、
そ
の
部
分
を
割
注
や

頭
注
に
す
る
か
、
長
い
場
合
は
字
下
げ
の
世
式
で
「
忠
雄
日
」

と
示
し
て
明
確
に
区
別
し
、
原
文
を
損
な
わ
な
い
よ
う
努
め
た
。

ま
た
、
管
見
の
限
り
、
四
0
点
以
上
に
及
ぶ
著
囲
に
お
い
て
、

自
身
の
翻
訳
行
為
を
「
和
解
」
と
呼
ば
ず
、
「
訳
」
を
用
い
て

表
現
し
た
態
度
に
も
、
「
和
解
」
を
脱
し
た
「
翻
訳
」
へ
の
自

覚
が
窺
え
よ
う
。

志
筑
が
良
永
訳
に
言
及
し
な
か
っ
た
の
は
、
平
戸
藩
と
の
関

係
か
ら
良
永
に
対
抗
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
の

か
、
訳
者
と
し
て
相
手
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
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訳
杏
を
本
当
に
知
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
判
然
と
し

な
い
。
し
か
し
、
こ
の
事
実
か
ら
両
者
は
師
弟
と
呼
べ
る
よ
う

な
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
志
筑
の
訳
業
は
非
常
に
粕
度
が
高
く
、
何

よ
り
現
代
の
意
味
に
お
け
る
「
翻
訳
」
と
同
じ
意
識
で
臨
ん
だ

営
為
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
志
筑
忠
雄
は
日
本
史
上
初

め
て
外
国
語

（欧
語
）
を
「
翻
訳
」
し
た
人
物
と
言
え
る
。

志
筑
は
革
命
的
な
閾
文
法
栂
お
よ
び
圏
文
和
訳
論
を
杏
き
上

げ
た
こ
と
は
周
知
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
、
「
翻
訳
」
に
臨
む
意
識
や
姿
勢
の
在
り
方
も
ま
た
同
時
代

を
遥
か
に
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
没
後
、
門
人
た
ち
の
活
躍
を

通
じ
て
志
筑
閾
語
学
は
徐
々
に
普
及
し
、
日
本
人
学
者
の
オ
ラ

ン
ダ
語
力
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
、
そ
の
一
方
で
、
曲
書

を
主
と
し
た
洋
柑
翻
訳
機
関
と
し
て
都
府
天
文
方
内
に
設
個
さ

れ
た
「
帯
所
和
解
御
用
」

(-
八

―
-
）

の
名
称
や
、
オ
ラ
ン

ダ
国
王
ウ
ィ
レ
ム

ニ
世

(W
i
l
l
e
m

II, 
I
 

7
9
2
,
1
8
4
9
)

が
発
出
し

た
い
わ
ゆ
る
「
開
国
親
柑
」

(-
八
四
四
）
の
和
訳
の
標
題
な

ど
、
少
な
く
と
も
硲
府
当
局
の
オ
ラ
ン
ダ
語
翻
訳
業
務
に
係
る

機
関
名
や
掛
名
に
は
、
依
然
と
し
て
「
和
解
」
が
用
い

ら
れ
続

こ
。

t
 

ナ,v
 明

治
に
至
っ

て
も
「
和
解
」
と
い
う
日
本
語
の
含
意
す
る
と

2
 

注 こ
ろ
は
、
旧
来
の
「
解
釈
」
や
「
説
明
」
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

加
え
て
、
そ
も
そ
も
オ
ラ
ン
ダ
語
の
通
訳

・
翻
訳
を
行
い
う
る

人
間
が
稀
少
で
あ
っ
た
こ
と
、
文
化
的
差
異
に
よ
り
OO語
か
ら

日
本
語
へ
の
正
確
な
骰
き
換
え
が
困
難
で
あ

っ
た
こ
と
、
特
に

通
詞
が
し
ば
し
ば
高
度
に
政
治
的
な
判
断
を
有
す
る
局
面
に
立

”
 

た
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
各
種
の
背
娯
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
語

に
対
す
る
訳
業
の
本
質
は
、
志
筑
以
降
も
原
文
を
忠
実
に
日
本

語
に
骰
き
換
え
た
純
然
た
る
「
翻
訳
」
の
作
成
で
は
な
く
、
訳

者
が
提
供
対
象
と
（
し
て
想
定
）
す
る
、
都
府
当
局
を
は
じ
め

と
し
た
日
本
人
に
対
す
る
「
訳
者
の
解
釈
に
基
づ
く
説
明
」
で

あ
り
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。

C
o
r
n
e
li
s
 D
o
u
w
e
s
:
 Besc/11y
ving
e
 v
a
n
 h
e
!
 oc
1a
111 
e
n
 deszelft 

g
e
b
ruik
.
 A

m
s
te
r
d
a
m
,
 J
o
a
n
n
e
s
 v
a
n
 K
e
ul
e
n
,
 17

4
9
,
 1

7
6
6
.
 

A
m
s
t
e
r
d
a
m

`
G
.
 Hu

l
st
 va
n
 K
e
ul
e
n
,
 17

8
9
.

な
お
、
印
刷
硲
料
は

二
韮
括
弧
で
、
写
本
な
ど
手
写
汽
料
は
鍵
括
弧
で
示
し
た
。
以
下

同
。

良
永
は
「
本
秤
／
和
淵
暦
数

一
七
四
九
年
／
コ
ル
ネ
ー
ル
ス
ド
ウ

ェ
ス
著
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
初
版
を
底
本
と
し
た
。
後
述
す
る
よ

う
に
、
志
筑
忠
雄
が
用
い
た
版
は
、
注
ー
に
示
し
た
三
つ
の
版

で
は
な
い
。
た
だ
し
、
志
筑
の
訳
文
は
、
ド
ウ
エ
ス
閾
性
初
版
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5
 

3
 

（一

七
六
六
年
版
も
同
文
）
の
文
店
の
尺
と
慈
を
正
確
に
反
映
し

た
訳
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
初
版
を
底
本
と
し
た
。

C
o
m
e
li
s
 Do
u
wes
:
 Ve
r
h
a
n
d
e
lin
g
,
 om
 buite
n
 de
n
 mi
d
d
a
g
 o
p
 z
e
e
 

d
e
 wa
a
re
 mi
d
da
gs,bree
d
te 
te
 vind
e
n
.
 17

5
4
.
 

ド
ウ
エ
ス
の
略
歴
は
、
E
rn
st
C
ro
n
e: 
C
o
me/is
 D
o
u
w
es,
 17

12
,
 

1
7
73
:
N
i
jn
 /even
 en
 zijn
,
verk. 
m
e/
 inle
id
en
de
 ho
o
fds
tuk
ke
n
 over
 

n
a
vig
a
lie
 en
 zeeva
a
r1--011de1wijs
 in
 de
 l7d
e
 en
 /
Bd
e
 eeu,
v.
 
H
•
D
. 

Tj
e
e
n
k
 Wi
=
i
n
k
&
N
o
o
n
,
 19

41.
中
村
士
「
天
文
方
の
光
学
研
究
」

(「天
文
月
報
」
第
九
八
巻
第
五
号
、
二

0
0
五
年
）
、
三
ニ
ニ
ー

三
二
三
頁
を
参
照
。

前
掲
中
村
士
「
天
文
方
の
光
学
研
究
」
、

三

一
九
頁
。
な
お
、
中

村
論
文
は
オ
ク
タ
ン

ト
の
受
容
史
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

写
本
校
合
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
翻
訳
行
為
と
い
う
視
座

か
ら
、
本
木
良
永
「
象
限
倣
用
法
」
お
よ
び
志
筑
忠
雄
「
オ
ク
タ

ン
ト
之
記
」
の
位
骰
づ
け
を
追
究
し
た
研
究
で
は
な
い
。

前
掲
中
村
士
「
天
文
方
の
光
学
研
究
」、

一
—
二九
頁
。

·

「
焔
山
録
」
上
（
梅
園
会
編
「
梅
園
全
集
」
上
巻
、
名
著
刊
行
会
、

一
九
七

0
年
）
、
一
〇
六
六
頁
。
底
本
の
表
記
は
現
在
通
用
す
る

字
体
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。

同
館
に
は
も
う
一
本
の
「
象
限
依
用
法
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が

未
見
。
よ
っ
て
、
閲
9
"

↑
し
た

一
本
を
大
阪
公
大
A
本
、
未
見
の
一

本
を
B
本
と
し
た
。

諮
求
記
号
、
七
五
六
二
。

諮
求
記
号
、
七
五
六
三

(
-
)
。

訥
求
記
号
、
六
四
一

三。

訥
求
記
号
、
六
皿
九
五
゜

27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 

以
下
、
「
象
限
倣
用
法
」
引
用
の
際
の
底
本
と
校
訂
方
針
も
同
。

こ
の
見
出
し
は
稲
垣
本
に
は
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
大
阪
公
大

A
本
に
は
確
認
で
き
な
い
。

請
求
記
号
、
羽

―
―
ニ
ー

一
。
以
下
、
羽
間
A
本
゜

賄
求
記
号
、
羽
―
―
ニ
ー
ニ
五
。
以
下
、
羽
lHl
B
本
゜

開
求
記
号
、
六
四
―

l

0

賠
求
記
号
、
六
四
ニ
―
°

諮
求
記
号
、
七
五
六
三

（二）
。

G
e
rrit 
D
i
r
k
 B
o
r
n
:
 Bijd
ra
ge
n
 10
1
 een
e
 g
esc
hied
e
n
is
 va
n
 h
e
l
 

g
es
la
chl •· 
V
an
 K
e
ulen
'、
a
ls
b
oekh
a
n
d
ela
ars.
 

uil
g
ever

s•
kaa
n,
en 

君
l
n
i
men
l
ma
ke
rs
in N
ed
erla
n
d
 A
m
ste
rda
m
,
 H
.
 G.
 Bo

r
n
,
 18

8
5
.
 

(K
o
nink.lijk
e
 Bibli
o
th
e
e
k
蔵
）
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た

V
a
n
K
e
u
,
 

le
n
家
の
系
諮
を
参
照
。

羽
間
A
本
の
み
、
年
紀

・
署
名
が
「
午
仲
夏
忠
雄
許
」
。

安
部
冊
平
祓
文
は
「
右
志
筑
忠
雄
所
訳
也
。
忠
雄
、
字
季
飛
、
号

柳
圃
、
称
忠
次
郎
。
前
紅
毛
舌
人
、
後
更
中
野
氏
。
冊
識
。
」
と

の
み
あ
る
。

以
下
、
「
オ
ク
タ
ン
ト
之
記
」
引
用
の
際
の
底
本
と
校
訂
方
針
も
同
。

正
確
に
は
良
永
訳

・
元
綱
校
訂
で
あ
る
が
、
便
宜
上
良
氷
訳
と
し

た
。
以
下
同
。

平
岡
隆
二
「
「
測
品
秘
言
」
の
写
本
に
つ
い
て
」
（
「
長
崎
歴
史
文

化
婢
物
館
研
究
紀
要
」
第
六
号
、

二
0
―
二
年
）
、
注
ニ
ー

。

稲
垣
本
で
は
「
オ
ク
タ
ン
ト
」
の
前
後
に
丸
印
の
読
点
が
付
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
。

大
阪
公
大
A
本
で
は
語
義
が
「
設
ケ
」
と
連
用
形
に
な

っ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
。
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福
岡
市
拇
本
で
は
一
っ
目
の
「
愈
」
に
「
イ
ヨ
イ
ヨ
」
と
読
み
カ

付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
。

「解
体
新
府
j

「
凡
例
」

（
「
洋
学
j

下
、
岩
波
朴
店
、

一
九
七
二
年
）
、

三
ニ
ニ
頁
。
読
み
下
し
文
は
、
本
杓
ニ―

七
ー
ニ―

八
頁
を
参
照
。

原
文
、
読
み
下
し
文
と
も
に
、
新
字
に
改
め
た
ほ
か
表
記
・訓
点
・

句
読
点
は
底
本
に
従
っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
対
す
る
当
て
字
以

外
の
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

拙
若

「蘭
学
の
九
州
」（
弦
杏
房
、
二
0
二
ニ
年
）
、

一
八
頁
。

こ
の
例
文
は
、
前
野
良
沢

「蘭
訳
答
」
（
一

七
八
五
年
八
月
）
か

ら
援
い
た
も
の
。
島
井
裕
美
子

「前
野
良
沢
生
涯
一
日
の
ご
と

vJ (思
文
閣
出
版
、

二
0
一
五
年
）
、
八
一ニ
ー
八
四
頁
。

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ

・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
カ
ス
パ
ル

・
シ
ャ
ム
ペ
ル
ゲ
ル

と
カ
ス
バ
ル
流
外
科

（上）
」
（「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
凹
二
巻

三
号
、
一
九
九
六
年
）
、
四
六

1
四
八
頁
。

C
u
c
h
i.
 [：

'
]
Ling
o
a
g
e
m
 d
e
 q
u
a
lq
u
e
 re
y
n
o
.
 (口
。
[
…
]
何
れ
か

の
国
の
酋
語
）
0

V
o
c
a
b
u
kirio
d
o
 l
i
n
gu
a
 d
o
 Japiio,
 Suppl

e
m
e
n
to
,
 

16
0
4
,
 34

2
r.
底
本
は
、
亀
井
孝
解
題

『
日
葡
辞
飢
口
」（
勉
誠
社
、

一
九
七
三
年
影
印
版
）
を
使
用
。
な
お
、
和
訳
に
当
た
っ
て
は
、

土
井
忠
生
、
森
田
武
、
長
南
実
編
訳
「
邦
訳
日
袖
辞
行
」
（
岩
波
柑

店
、

一
九
八

0
年
）
を
参
照
し
た
。
以
下
同
。

Y
a
u
a
ra
g
u
e
.
 Ex

pli
ca1,a
o
,
 ou
 d
e
c
lara1,ao
.
 (

和
ら
げ
。
解
釈
、
あ

る
い
は
説
明
）
。
＜R
5
b
ultirio
d
a
 l
i
n
gu
a
 do
J
a
p
a
o,
 16

0
3
,
 31
 
S
v.
 

元
丈
が
底
本
と
し
た
の
は
、

一
六
一

八
年
版

(
R
e
m
b
e
rtu
s

D
o
d
o
n
a
e
u
s
:
 C111y
d1
,
K
村
k
.
L
e
id
e
n
,
 Pl

a
n
tijn
sc
h
e
 D
r
u
c
k
e
rij
e
 v
an
 

F
r
a
n
1,
o
y
s
 v
a
n
 R
a
v
e
lin
g
e
n
,
 16
 
I
 

8
.)

と
H
さ
れ
る
。

同
様
に
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
が
上
梓
し
た
訳
柑
も
「
翻
訳
」
と
呼

38 37 

ぴ
う
る
仕
事
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
和
訳
柑
と
紹
介
さ
れ
る

「天

難
版
伊
曾
保
物
語
J

(
一
五
九
三
）
は
、
説
教
を
目
的
と
し
て
編

蘇
さ
れ
た
も
の
で
、
原
典
を
忠
実
に
日
本
語
に
骰
き
換
え
た
作
品

で
は
な

い
。
原
典
か
ら
の
改
変
に
つ
い
て
は
、
濱
田
幸
子
「
「伊

行
保
物
語
」
成
立
に
つ
い
て
の

一
考
察
—

イ
ソ
ポ
の
伝
記
を
中
心

に
」
（
「佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
箇
」
第
三
九
号
、

二
0
1
―年）

な
ど
参
照
。
な
お
、
先
に
杉
田
玄
白

「解
体
新
柑
j

か
ら
援
い
た
よ
う
に
、
近
世
日
本
に
は
「
翻
訳
」
と
い
う
言
薬
も

認
め
ら
れ
る
が
、
「
和
解
」
の
方
が
遥
か
に

一
般
的
で
あ
る
。
玄

白
が
示
し
た
よ
う
に
、
「
翻
訳
」
と
い
う
言
業
が
対
象
と
す
る
の

は
主
に
「
語
」
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
異
言
語
の
単
語
に
対
応
す
る
日

本
語
を
提
示
す
る
こ
と
を
言
う
。
時
折
「
文
章
」
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
「
翻

訳
」
が
用
い
ら
れ
る
用
例
も
確
認
で
き
る
も
の
の
、
「
日
怖
辞
牲
j

に

F
o
n
y
a
c
u
.
E
x
pli
c
a
r
 alg
u
a
 c
o
u
sa
 po
r
 ou
tra 
lin
g
u
a
,
 ou

trad
u
z
ir 

e
m
 o
utra lin
g
u
a
.
 (

物
事
を
他
国
語
で
説
明
す
る
こ
と
。
ま
た
は
、

他
国
語
に
移
し
か
え
る
こ
と
）
と
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
現
代

の
慈
味
で
の
「
翻
訳
」
と
は
異
な
り
、
「
口
和
」
や
「
和
解
」
と

同
じ
く
説
明
行
為
で
あ
っ
た
。
Vo
ca
bu
lario
d
a
 l
in
gu
a
 d
o
 Japiio
,
 

16
0
3
,
 10

2
r・
 

良
永
の
訳
柑
に
は
「
和
閾
永
続
暦
和
解
」
「
和
閾
海
鋭
杏
和
解
」
、「万

国
地
図
柑
和
解
」
、
「
日
月
圭
和
解
」
な
ど
柑
名
に
「
和
解
」
を
冠

し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
一

方
、
こ
れ
ま
で
に
志
筑
忠
雄
の
訳

押
名
に
「
和
解
」
は
冠
し
た
も
の
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
柑
名

に
も
両
者
の
意
識
の
差
が
見
え
る
。

「
鋲
国
論
」
に
つ
い
て
は
、
拙
芳

「「
飢
国
」
と
い
う
言
説
ー
ケ
ン

ペ
ル
著
・志
筑
忠
雄
訳
「
鎖
国
論
」
の
受
容
史
ー
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
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墜
房
、
二
0
0九
年
）
参
照
。

島
井
裕
美
子

「
ケ
ン
ペ
ル
か
ら
志
筑
ヘ
ー
日
本
校
美
論
か
ら
排
外

的

「鎖
国
論
j

へ
の
変
容
ー
」

（『
季
刊
日
本
思
想
史
」
第
四
七

号、

一
九
九
六
年
）。

底
本
は
松
捕
静
山
旧
蔵
プ
レ
ヴ

ォ
「
旅
行
記
集
成
」
(A
n
t
o
in
e

F
ra
n
r,o
is
 Pre
v
ost d
'E
x
il
e
s
:
 H
is
to
ris
c
he
 be
s
chrijvi11g d
e
r
 reiz
en
.
 

A
m
s
te
r
d
a
m
,
 de
 W
e
d
.
 S.
 Sc

h
o
u
t
e
n
 e
n
 Z
o
o
n
,
 J.
 H

a
y
m
a
n
,
 J.
 

R
o
m
a
n
,
 G
.
 de
 G
ro
o
t,
 J.
 Lo

v
e
r
i
n
g
h
,
 G
.
 Ti
e
le
n
b
u
rg
,
 S
.
 va
n
 

E
s
v
e
ldt 
e
n
 G
.
 va
n
 H
u
i
sste
e
n
,
 17

6
0
.)

そ
の
第

一ー

巻
第
八
存

に
つ
い
て
第
二
節
を
中
心
に
訳
し
た
。

E
n
g
e
lb
e
rt 
K
a
e
m
p
fe
r:
 D
e
 besc/11)'1、ing
va
n
 J
a
p
a
n
.
 A
m
ste
r
d
a
m
,
 

J
a
n
 R
o
m
a
n
 d
e
 Jo
n
g
e
,
 17

3
3
.
 

le:
山
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
松

田
梢

「洋
学
の
行
誌
的
研
究
」（
臨
川
柑
店
、

一
九
九
八
年
）
、

四
八
六
ー
阻
九
一二
頁
参
照
。

前
掲
島
井
裕
美
子

「
ケ
ン

ペ
ル
か
ら
志
筑
へ
1

日
本
校
美
論
か
ら

排
外
的

『釦
固
論
」

へ
の
変
容
ー
」
、

一―

七
頁
。

例
え
ば
、
「
太
陽
窮
理
了
解
説
」

（一

七
九
二）

の
訳
出
は
静
山
の

命
に
よ
る
。

時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
静
山
は
志
筑
に

「字
義
的

・
実
践
的
型

柑
釈
義
」（
M
a
tth
e
w

H
e
nry: 
le―terlyke
 en
 prak1ica
le
 verk/arin
g
 

o
ver
 de
n
 g
eh
e
e/e
n
 B
yb
el
 of
 he
,
 ou
d
e
 en
ミ
e
u
w
eTes
tamen

t•
D
e
lft
, 

R
e
ini
e
r
 Boite
l,
 

1
7
4
1
)

の
和
訳
を
命
じ
て
い
る
。
前
掲
松
田
消
「洋

学
の
柑
誌
的
研
究
」）
、
四
七
三
ー
叫
七
七
頁
。

拙
稿
「
志
筑
忠
雄
の
所
JTI
印
と
も
う

―
つ
の
字
」

（「
文
彩
j

第

一
六
号
、
二
0
二
0
年
）、

―二
頁
。

岩
崎
奈
絣
子
は
、
都
府
に
対
す
る
浄
山
蔵
洋
牲
の
代
梢
や
、
都
閣

50 49 48 47 

の
中
枢
に
あ

っ
た
若
年
寄
堀
田
正
敦

（一

七
五
五

1
-
)
＝
三
）

と
静
山
と
の
私
的
な
繋
が
り
の
深
さ
と
い
っ
た
状
況
証
拠
か
ら
、

「
鎖
国
論
」
の
訳
出
を
、
ロ
シ
ア
の
通
商
要
求
を
受
け
る
必
要
が

無
い
こ
と
を
、
静
山
を
介
し
て
硲
府
に
提
言
す
る
こ
と
を
慈
図
し

た
志
筑
忠
雄
の
政
治
的
行
動
と
推
測
す
る
が
、
証
拠
は
な
い
。
「近

世
後
期
の
世
界
認
識
と
鎖
国
J

(吉
川
弘
文
館
、

二
0
ニ

―
年
）
、

ニ
ニ
ニ
ー
ニ
ニ
五
頁
。

古
賀
十
二
郎
は
「
本
木
氏
ノ
ス
、
メ
ヨ
リ

天
文
学
ノ
研
究
二
志

シ
ナ
リ
ト
。吉
雄
圭
斎
談
リ
シ
由
。

大
槻
氏
[11
大
槻
如
見
]
談
°
」

と
述
べ
て
い
る
。
古
賀
十
二
郎
「
玉
園
雑
綴
」
五
五
（
手
稿
、
鉛
節
、

長
崎
歴
史
文
化
薄
物
館
蔵
）
、

一
＿
頁
。
修
正
前
の
記
述
は
省
略

し
、
古
賀
の
朱
や
訂
正
な
ど
を
反
映
さ
せ
た
形
で
記
し
た
。
拙
稿

「
志
筑
忠
雄
の
所
用
印
と
も
う

―
つ
の
字
」
（「
文
彩
」
第

一
六
号
、

二
0
二
0
年
）
、

一
0
頁
。

志
筑
蘭
語
学
の
革
命
性
に
つ
い
て
は
、
拙
松
「

lMl文
和
訳
論
の
涎

生

sk心
筑
忠
雄
「
蘭
学
生
前
父
」
と
祖
棟
・宜
長
学
_」

(「
雅
俗
」

第

一
八
号
、
二
0
一
九
年
）
や
前
掲
拙
著

「閾
学
の
九
州
j

な
ど

参
照
。

訳
者
は
渋
川
六
蔵

(-
八

一
五
ー一

八
五

一）
。
写
本
に
よ

っ
て

栢
題
は
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
様
々
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
和

解
」
を
含
ん
で
い
る
。
「
和
蘭
告
密
和
瀾
国
王
柑
簡
井
献
上
物
目

録
和
解
」

（「
力
石
雑
記
」
北
海
迫
大
学
附
屈
図
柑
館
蔵
）
、
「
阿
蘭

国
王
呈
柑
和
解
」

（大
阪
歴
史
栂
物
館
羽

luI文
廊
蔵
）、
「
阿
閾
陀

国
王
柑
簡
之
和
解
」

（武
雄
市
図
行
館

・
歴
史
汽
料
館
）
な
ど
。

例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
が
硲
府
と
交
渉
す
る
に
は

「
長
崎
口
」

を
通
す
よ
り
ほ
か
な
く
、
そ
の
慈
向
や
文
ItJ
が
都
府
に
届
く
ま
で
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に
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
、
阿
蘭
陀
通
詞
な
ら
ぴ
に
長
崎
奉
行
の
情

報
操
作
を
経
て
い
た
。
松
方
冬
子

「オ
ラ
ン
ダ
風
説
柑
と
近
世
日

本
」
（
束
京
大
学
出
版
会
、

二
0
0
七
年
）
「
第
六
京
一

八
四
四

年
オ
ラ
ン
ダ
国
王
ウ
ィ

レ
ム

ニ
世
の

「
開
国
勧
告
」
の
真
慈
」

一
七
五
ー
ニ
0
八
頁
参
照
。

【付
記
】
本
稿
の
構
想
の

一
部
は
、
拙
著

「蘭
学
の
九
州
」
に
対
し
、

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ

・
ミ
ヒ

ェ
ル
先
生
お
よ
び
平
岡
隆
二
先
生
か
ら

賜

っ
た
有
益
な
御
指
摘
や
問
題
提
起
に
基
づ
い
て
成
さ
れ
た
。
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
画
像
の
掲
載
許
可
を
下
さ

っ

た
関
係
諸
機
関
に
も
深
謝
し
ま
す
。
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